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研究成果の概要（和文）：地球内部のグローバルな物質的境界のうち，最浅部のモホ（モホロビ

チッチ不連続面の岩石学的実体とその形成過程を研究した。これらの成果は将来の海洋域での

マントル掘削（モホール）実施時の基本的指針となる。ある種の海洋リソスフェア（白亜紀）

の断片であるオマーン・オフィオライトでは，１０m〜１km のモホ遷移帯（MTZ）が存在す

る。MTZ はダナイト，ウェールライトを主とするが，厚いものほど Mg に富み，基本的にマン

トル・ハルツバーガイトと MORB の反応帯の性格を有する。島弧では，集積岩の付加および

加水作用等の二次的改変が激しく，MTZ の多様性と不均質性が著しい。 
 
研究成果の概要（英文）：Petrologic nature of Moho (Mohorovicic discontinuity), the 
shallowest of global physical discontinuities of the Earth’s interior) has been 
investigated. Results of this study will guide the oceanic mantle drilling (Mohole) in 
the future. In the Oman ophiolite, a slice of Cretaceous oceanic lithosphere, the Mono 
transition zone (= MTZ), from 10 m to 1 km in thickness, is found between layered gabbro 
and the mantle peridotite (mainly harzburgite). The MTZ, mainly composed of dunites and 
wehrlites, becomes Mg-rich with an increase of its thickness, showing characteristics 
of a MORB/harzburgite reaction product. Beneath the island arc, the MTZ varies its 
petrologic characteristics through accretion of cumulates and hydration, and shows 
intense heterogeneities and varieties. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 「モホ」は地震学的に定義された地殻とマ
ントルの境界であり，地球内部の全地球的に

広がる物性的不連続面のうちの最も浅いも
のである。モホの定義には何の物質的な制約
がないが，当初はその用語法が極めて混乱し
ており，「岩石学的モホ」や「地震学的モホ」
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などという表現も普通に見られた。また，折
しも海洋域におけるマントル掘削（いわゆる
モホール）開始の機運が高まり，モホへの関
心も高まりつつあった。モホの岩石学的実体
および形成過程の把握は，モホールを成功さ
せるために必要不可欠なものである。 
 
２．研究の目的 
 
 主要な全地球的物質境界の１つであるモ
ホ（地殻とマントルの境界）の岩石学的実体
およびその形成過程を海洋底および島弧に
おいて解明する。 
 
３．研究の方法 
 
 モホ（もしくはかつてのモホ）周辺を地質
調査およびサンプリングし，その岩石学的実
体を明らかにする。また，モホ周辺の岩石を
地質学的および岩石化学的に検討すること
により，モホの形成過程を明らかにする。 
（１）海洋底のモホに関しては，海洋底から
得られる岩石を検討する。ただし，それらは
極めて限られた地域からしか得られないの
で，オフィオライトの検討に力点を置く。特
に，露出に優れているオマーン・オフィオラ
イトを検討する。ここではモホ遷移帯と呼ば
れる層状ガブロとマントルかんらん岩の間
に存在する中間相の理解が鍵となろう。 
（２）海洋モホの経年変化の有無を見るため
に，原生代（主としてパンアフリカン・オフ
ィオライト）と顕生代（主としてオマーン）
のオフィオライトの比較を行う。 
（３）島弧のモホを探るために火山岩中の捕
獲岩を研究する。捕獲岩が系統的かつ豊富に
得られる日本列島，カムチャツカ弧などを主
要ターゲットとする。 
 
４．研究成果 
 
（１）北部オマーン・オフィオライトでの観
察によると，層状ガブロとその下位のダナイ
ト／ウェールライトの境界は比較的明瞭で
あり，物性的なコントラストはこの境界前後
で最大となる。従って，モホはこの境界であ
る可能性が高い。層状ガブロの下位にはダナ
イト／ウェールライトを主とするいわゆる
「モホ遷移帯」があり，ハルツバーガイトを
主とするマントル部へ漸移する。モホ遷移帯
の厚さは１０m 強から１km と変化が大きい。 
（２）最も薄い（１０m 強）ワジ・フィズの
モホ遷移帯では，最下部のハルツバーガイト
からダナイトを経て最上部のウェールライ
ト（主としてガブロ層間のスクリーンとして
産する）まで，鉱物化学組成が連続的に変化
する。すなわち，かんらん石の Fo 値は 91〜
85，NiO 量は 0.4〜0.2wt%，クロムスピネル

の Cr#は 0.5〜0.6，TiO2量は 0〜1.4wt%と変
化する。これは，層状ガブロを作った MORB
メルトとマントルハルツバーガイトの反応
で形成されたものであろう。 
（２）最も厚い（１km）ワジ・スクバのモホ
遷移帯は，下部のダナイト層と上部のウェー
ルライトよりなる．ダナイトは主として結晶
集積，ウェールライトは MORB とガブロの反
応により形成された．初生的なモホ遷移帯が
二次的なメルト（結晶に富む）が貫入して改
変された。ダナイトのかんらん石は Fo92まで
と Mg に富む。ダナイトには硫化物を含み，
メルト形成に揮発性成分が関与していたこ
とを示唆する。 
（３）原生代のオフィオライトは顕生代のも
のと本質的な違いはない。ただし，最上部マ
ントルかんらん岩は比較的 Mg に富む。 
（４）モホ遷移帯〜最上部マントルにはクロ
ミタイトがしばしば見いだされるが，その成
因を再検討し，新たな成因的分類を提案した。 
（５）島弧では，既存のモホが相次ぐマグマ
活動等で改変されることが本質である。モホ
は結晶集積岩の付加，および加水を伴う変成
作用（交代作用）により改変されており，変
化および不均質性が顕著である。 
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